
普
通
建
設
費

％
増

第
二
大
津
合
同
の
設
計
推
進

滋賀県年度
当初予算案

一
般
会
計

％
増

億
円

新
金
岡
地
区
活
用
　

方
向
性
検
討
な
ど

堺市年度
当初予算案

新
規
に
左
京
警
察
基
本
構
想

京
都
府

年
度

当
初
予
算
案

普
通
建
設
費
４
％
減

消
防
学
校
を
移
転
整
備

旧
高
田
東
高
校
跡
３
・
６

に

奈良県

３
月
ま
で
に
す
べ
て
着
工

タ
イ
プ
Ｘ
は
最
大
９
棟
建
設

万 博 民 間
パビリオン

性
能
照
査
手
法
検
討
を
公
告

阪
神
高
速
会
社
　


日
ま
で
受
け
付
け

長大橋解析技術

近 畿 整 備 局
紀伊山系砂防ら山間部の災害現場　状況把握訓練

ド
ロ

ン
と
衛
星
通
信
で
情
報
共
有

（８）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　２月８日　（木曜日）

　
滋
賀
県
は
７
日

２
０
２
４
年
度
当
初
予
算
案
を
発
表

し
た

一
般
会
計
は
前
年
度
当
初
比
６
・
６
％
減
の
６
１

４
５
億
円

特
別
会
計
は
４
・
５
％
減
の
２
３
５
１
億


百
万
円

企
業
会
計
は
０
・
５
％
増
の
１
５
０
９
億

百

万
円
で

総
額
５
・
１
％
減
の
１
兆
０
０
０
５
億

百
万

円

一
般
会
計
の
普
通
建
設
事
業
費
は
９
０
８
億

百
万

円
︵
前
年
度
当
初
比

・
５
％
増
︶
で

内
訳
は
補
助
３

３
９
億

百
万
円
︵
３
・
２
％
減
︶

単
独
４
６
７
億


百
万
円
︵

・
２
％
増
︶
な
ど
と
な

て
い
る


　
京
都
府
は
７
日

２
０
２
４

年
度
当
初
予
算
案
を
発
表
し

た

一
般
会
計
は
前
年
度
当
初

比
３
・
４
％
減
の
９
９
５
０
億


百
万
円

特
別
会
計
は
０
・

４
％
減
の
５
７
６
２
億

百
万

円

公
営
企
業
会
計
は
１
％
増

の
３
７
６
億

百
万
円
で

総

額
は
２
・
３
％
減
の
１
兆
６
０

８
９
億

百
万
円

一
般
会
計

の
普
通
建
設
事
業
費
は
７
８
５

億

百
万
円
︵
前
年
度
当
初
比

４
％
減
︶
で

内
訳
は
補
助
３

８
８
億

百
万
円
︵
３
・
４
％

増
︶

単
独
３
９
７
億

百
万

円
︵

・
２
％
減
︶
と
な

て

い
る


　
普
通
建
設
事
業
費
に
関
し
て

は


年
度
２
月
補
正
予
算
と

合
わ
せ
て
８
１
１
億

百
万
円

︵
１
・
９
％
減
︶
を
確
保

公

共
事
業
関
連
で
は

高
規
格
道

路
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
な
ど
を
整

備
す
る
生
活
・
交
通
基
盤
整
備

に
３
０
８
億

百
万
円

浸
水

や
土
砂
災
害
対
策
を
推
進
す
る

安
全
・
安
心
基
盤
整
備
に

億


百
万
円
を
投
入

営
繕
関
係

で
は
川
端
警
察
署
と
下
鴨
警
察

署
を
統
合
し
て
新
設
す
る
左
京

警
察
署
の
整
備
に
向
け
基
本
構

想
に
着
手
す
る

北
山
エ
リ
ア

の
整
備
で
は

施
設
整
備
内
容

や
事
業
方
法
の
調
査
・
検
討
を

行
う


　
主
な
事
業
は
次
の
通
り

▼

は
新
規


　
︻
危
機
管
理
部
︼

　
▽
危
機
管
理
セ
ン
タ

整
備

‖
１
億
７
百
万
円
▼
衛
星
通
信

系
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
‖


億

百
万
円
▽
避
難
路
整
備

‖
３
億

百
万
円
︵
う
ち
２
月

補
正

百
万
円
︶

原
子
力
災

害
発
生
時
の
重
点
避
難
路
な
ど

整
備

　
︻
総
務
部
︼

　
▽
旧
本
館
ル
ネ
サ
ン
ス
‖
７

百
万
円

美
装
化
工
事

保
存

継
承
の
検
討
な
ど

　
︻
総
合
政
策
環
境
部
︼

　
▽
生
活
・
交
通
基
盤
整
備
‖

１
億
円

自
然
公
園
施
設
整
備

な
ど

　
︻
文
化
生
活
部
︼

　
▽
北
山
エ
リ
ア
整
備
関
連
‖


百
万
円

整
備
内
容
や
事
業

手
法
の
調
査
・
検
討
な
ど
▼
北

部
医
療
セ
ン
タ

地
域
医
療
連

携
機
能
強
化
検
討
‖
１
百
万
円

　
︻
健
康
福
祉
部
︼

　
▽
洛
南
病
院
建
替
整
備
‖


億

百
万
円

１
期
棟
工
事

　
︻
商
工
労
働
環
境
部
︼

　
▽
京
都
舞
鶴
港
物
流
基
盤
重

点
整
備
‖

億
円

　
︻
農
林
水
産
部
︼

　
▽
森
林
災
害
防
止
‖

億


百
万
円
︵
う
ち
２
月
補
正
５
百

万
円
︶

治
山
ダ
ム
・
治
山
施

設
の
整
備
な
ど
▽
農
林
水
産
業

基
盤
整
備
‖

億

百
万
円

︵
う
ち
２
月
補
正

億

百
万

円
︶
▽
盛
土
対
策
総
合
推
進
‖


百
万
円
︵
う
ち
２
月
補
正


百
万
円
︶

　
︻
建
設
交
通
部
︼

　
▽
公
共
事
業
︵
生
活
・
交
通

基
盤
整
備
︶
‖
３
０
８
億

百

万
円

道
路
ネ

ト
ワ

ク


物
流
基
盤
の
整
備
な
ど
▽
同

︵
安
心
・
安
全
基
盤
整
備
︶
‖


億

百
万
円
大
規
模
浸
水


土
砂
災
害
被
害
防
止
対
策
な
ど

▽
単
独
公
共
事
業
︵
防
災
基
盤

整
備
︶
‖

億

百
万
円
▽
同

︵
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
対
策
︶

‖

億

百
万
円
▽
同
︵
地
域

密
着
型
基
盤
整
備
︶
‖

億


百
万
円
▽
建
設
Ｄ
Ｘ
推
進
‖


百
万
円

事
業
者
研
修
な
ど
▽

木
津
川
運
動
公
園
整
備
‖
２
億

円

事
業
用
地
の
取
得

基
盤

整
備
工
事
な
ど

　
︻
教
育
委
員
会
︼

　
▽
府
立
学
校
教
育
環
境
整
備

‖

億
円

空
調
設
備
の
更
新

▽
学
校
施
設
長
寿
命
化
推
進
‖


億

百
万
円
▽
老
朽
校
舎
改

修
‖
６
億

百
万
円
▽
向
日
が

丘
支
援
学
校
校
舎
整
備
‖
６
億


百
万
円

既
存
校
舎
解
体


建
設
工
事
な
ど
▽
丹
後
郷
土
資

料
館
整
備
推
進
‖
１
億

百
万

円

実
施
設
計

新
館
建
設
工

事
な
ど

　
︻
警
察
本
部
︼

　
▽
宇
治
警
察
署
建
設
‖
１
億


百
万
円

既
存
庁
舎
解
体
な

ど
▽
交
番
・
駐
在
所
整
備
‖
１

億

百
万
円

建
て
替
え
整
備

な
ど
▽
舞
鶴
警
察
署
整
備
‖
１

億

百
万
円

移
転
建
て
替
え

の
基
本
・
実
施
設
計
な
ど
▽
南

丹
警
察
署
整
備
‖

百
万
円


建
て
替
え
の
基
本
・
実
施
設
計

な
ど
▼
左
京
警
察
署
建
設
計
画

‖
４
百
万
円

基
本
構
想
策
定

な
ど
▽
交
通
安
全
施
設
整
備
‖


億

百
万
円


　
堺
市
は
７
日

一
般
会
計
４

６
７
５
億
円
︵
前
年
度
比
８
・

０
％
増
︶

総
額
８
１
６
５
億


百
万
円
︵
４
・
７
％
増
︶
の

２
０
２
４
年
度
当
初
予
算
案
を

発
表
し
た

一
般
会
計
の
投
資

的
経
費
は
前
年
度
比

・
７
％

の
大
幅
増
の
４
４
３
億

百
万

円

特
別
会
計
の
予
算
額
は
２

・
０
％
増
の
２
６
０
９
億

百

万
円
水
道
事
業
会
計
は
４
・
３

％
減
の
２
７
５
億

百
万
円


下
水
道
事
業
会
計
は
３
・
２
％

減
の
６
０
５
億

百
万
円

新

金
岡
地
区
活
用
地
の
方
向
性
・

整
備
手
法
検
討
な
ど
の
経
費
を

計
上
し
た


　
こ
の
ほ
か
本
庁
舎
Ｚ
Ｅ
Ｂ

︵
ネ

ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ


・
ビ
ル
︶
化
や

Ｊ
Ｒ
西
日

本
津
久
野
駅
前
周
辺
市
街
地
再

整
備
支
援
な
ど
の
費
用
も
盛
り

込
ん
だ


　
主
な
事
業
は
次
の
通
り


　
▽
都
市
計
画
道
路
出
島
百
舌

鳥
線
整
備
‖
８
億
２
百
万
円


百
舌
鳥
駅
前
交
通
広
場
を
含
む

▽
環
濠
︵
か
ん
ご
う
︶
都
市
堺

再
生
‖

百
万
円

堺
消
防
署

用
地
活
用
▽
︵
仮
称
︶
大
和
川

沿
川
自
転
車
通
行
環
境
整
備
・

に
ぎ
わ
い
拠
点
整
備
‖
３
億


百
万
円
▽
学
校
体
育
館
空
調
整

備
‖

百
万
円

設
計
▽
臨
海

部
活
性
化
推
進
︵
堺
駅
︶
‖


百
万
円

大
浜
北
町
市
有
地
に

公
共
施
設
な
ど
整
備
▽
臨
海
部

活
性
化
推
進
︵
ベ
イ
エ
リ
ア
︶

‖

百
万
円

堺
旧
港
親
水
護

岸
な
ど
の
利
活
用
な
ど
▽
堺
・

モ
ビ
リ
テ


・
イ
ノ
ベ

シ


ン
︵
Ｓ
Ｍ
Ｉ
︶
プ
ロ
ジ

ク

ト
推
進
‖
２
億

百
万
円

Ｓ

Ｍ
Ｉ
都
心
ラ
イ
ン
次
世
代
都
市

交
通
シ
ス
テ
ム
︵
Ａ
Ｒ
Ｔ
︶
ス

テ

シ

ン
暫
定
整
備

実
証

実
験
な
ど

　
▽
泉
北
ニ


タ
ウ
ン
駅
前

再
編
整
備
‖

億

百
万
円


栂
・
美
木
多
駅
前
広
場
再
整
備


泉
ケ
丘
駅
前
周
辺
整
備
な
ど
▽

近
隣
セ
ン
タ

再
生
‖

百
万

円

権
利
者
組
織
の
構
想
・
計

画
作
成
支
援

高
倉
台
近
隣
セ

ン
タ

土
地
区
画
整
理
事
業
推

進
▽
泉
北
ニ


タ
ウ
ン
住
宅

供
給
・
活
用
推
進
‖
２
百
万
円


用
地
活
用

泉
ケ
丘
駅
前
地
域

活
性
化
ビ
ジ

ン
改
定
▽
橋
梁

耐
震
強
化
‖
７
億

百
万
円


緊
急
交
通
路
な
ど
▽
浸
水
対
策

‖

億

百
万
円

雨
水
ポ
ン

プ
場
・
雨
水
管
渠
整
備
▽
大
和

川
左
岸
土
地
区
画
整
理
‖

億


百
万
円

錦
西
・
錦
織
地
区

事
業
化
調
査
検
討
な
ど
▽
水
道

施
設
老
朽
化
対
策
‖

億

百

万
円
▽
下
水
道
施
設
老
朽
化
対

策
‖

億

百
万
円

　
▽
都
市
計
画
道
路
整
備
‖


億
１
百
万
円
▽
南
海
本
線
連
続

立
体
交
差
‖

億

百
万
円
▽

南
海
高
野
線
連
続
立
体
交
差
‖


億
４
百
万
円
▽
都
市
再
開
発

な
ど
推
進
‖

百
万
円

中
百

舌
鳥
駅
前
広
場
再
整
備
計
画
検

討

津
久
野
駅
前
周
辺
市
街
地

再
整
備
支
援
な
ど
▽
新
規
地
区

土
地
区
画
整
理
‖

百
万
円
▽

新
金
岡
地
区
活
性
化
推
進
‖
９

百
万
円

活
用
地
の
方
向
性
・

整
備
手
法
検
討

事
業
者
へ
の

提
案
な
ど

　
▽
動
物
指
導
セ
ン
タ

施
設

更
新
‖

百
万
円

設
計
▽
本

庁
舎
大
規
模
改
修
‖
３
億

億

円

本
庁
舎
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
実
現

︵
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
導
入
︶
な
ど
▽
脱

炭
素
推
進
‖

百
万
円

ゼ
ロ

エ
ネ
ル
ギ

タ
ウ
ン
創
出
へ
Ｚ

Ｅ
Ｈ

Ｍ
︵
ネ

ト
・
ゼ
ロ
・

エ
ネ
ル
ギ

・
ハ
ウ
ス
・
マ
ン

シ

ン
︶
設
計
補
助

本
庁
舎

な
ど
へ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ


電
力
を
送
る
オ
フ
サ
イ
ト
Ｐ
Ｐ

Ａ
︵
電
力
販
売
契
約
︶
実
施
▽

住
宅
向
け
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ


機
器
な
ど
導
入
支
援
‖

百

万
円
▽
都
市
計
画
公
園
整
備
‖


億

百
万
円

大
仙
公
園


天
神
公
園
な
ど


　
奈
良
県
の
山
下
真
知
事
は
７

日

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
県

消
防
学
校
︵
宇
陀
市
︶
に
つ
い

て

大
和
高
田
市
の
旧
高
田
東

高
校
跡
地
に
移
転
す
る
と
発
表

し
た

必
要
な
訓
練
が
行
え
る

敷
地
を
確
保
で
き

ア
ク
セ
ス

面
で
も
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

適
地
と
判
断
し
た

２
０
２
４

年
度
当
初
予
算
に
基
本
計
画
策

定
費
を
計
上
し

施
設
の
機
能

や
配
置
の
検
討

事
業
費
の
試

算
な
ど
を
行
う


　
現
消
防
学
校
は
訓
練
教
育
施

設
と
し
て
１
９
７
３
年
に
設
置

し
た

敷
地
面
積
は
１
万
０
３

２
７
平
方


本
館
や
屋
内
練

習
場

訓
練
塔
な
ど
建
物
の
総

延
べ
床
面
積
は
３
７
５
０
平
方



近
畿
各
府
県
の
消
防
学
校

の
中
で
最
も
古
い
上

敷
地
も

最
も
狭
く

近
隣
に
住
宅
が
あ

る
た
め

十
分
な
教
育
訓
練
を

実
施
で
き
な
い


　
そ
の
た
め

移
転
整
備
が
必

要
と
判
断
し

未
利
用
の
県
有

地
の
中
か
ら
敷
地
面
積
や
ア
ク

セ
ス
面
に
加
え

敷
地
の
形
状

や
平
た
ん
さ
な
ど
を
考
慮
し


旧
高
田
東
高
跡
地
約
３
・
６


を
選
定
し
た


　
既
存
の
校
舎
は
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
た
め

解
体
撤
去
し

た
上
で

新
た
な
訓
練
施
設
を

整
備
す
る


　
山
下
知
事
は
﹁
現
在
の
消
防

学
校
に
は
十
分
な
訓
練
施
設
が

な
い

新
し
い
学
校
は
訓
練
施

設
を
充
実
さ
せ
た
い
﹂
と
話
し

て
い
る


　
阪
神
高
速
道
路
会
社
建
設
事

業
本
部
は
８
日

﹁
大
規
模
解

析
技
術
に
よ
る
長
大
橋
の
性
能

照
査
に
関
す
る
調
査
研
究
業

務
﹂
の
参
加
者
確
認
公
募
を
公

告
す
る

説
明
書
は

日
ま
で

交
付
し

参
加
意
思
確
認
書
は

同
日
午
後
４
時
ま
で
受
け
付
け

る

プ
ロ
ポ

ザ
ル
方
式
に
よ

る
技
術
提
案
書
の
提
出
期
限
は

３
月
末
を
予
定


　
長
大
橋
を
対
象
に
高
度
な
解

析
技
術
を
用
い
て
耐
荷
力

耐

震
性

耐
風
性
の
性
能
照
査
の

手
法
を
確
立
す
る

性
能
照
査

の
手
法
検
討
は
妥
当
性
の
確

認

評
価
の
適
切
性
を
有
識
者

に
諮
問
で
き
る
体
制
を
構
築

し

課
題
の
抽
出
と
解
決
方
法

な
ど
を
審
議
し
な
が
ら
検
討
す

る


　
履
行
期
限
は
２
０
２
５
年
６

月

日


　
参
加
資
格
は
同
社
の




年
度
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
等
の
一
般
競
争
で
土
木
設

計
の
認
定
を
受
け
て
い
る
単
体

企
業

支
間
長
４
０
０

以
上

の
道
路
橋
を
対
象
と
し
た
構
造

解
析
の
検
討
実
績

構
造
解
析

検
討
に
関
す
る
委
員
会
が
あ

り

学
識
者
や
専
門
家
に
諮
問

し
検
討
の
妥
当
性
や
適
切
性
を

評
価
で
き
る
体
制
を
構
築
で
き

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る


　
応
募
要
件
を
満
た
す
者
が
い

な
い
場
合
は
阪
神
高
速
先
進
技

術
研
究
所
と
契
約
す
る

要
件

を
満
た
す
者
が
い
る
場
合

プ

ロ
ポ

ザ
ル
方
式
に
よ
る
技
術

提
案
を
要
請
す
る


　
神
戸
市
の
東
灘
区
と
長
田
区

を
結
ぶ
大
阪
湾
岸
道
路
西
伸
部

︵
延
長

・
５

︶

新
港
・

灘
浜
航
路
部
の
長
大
橋
は

年

８
月
に
基
本
構
造
が
決
定

橋

梁
形
式
は
７
径
間
連
続
４
主
塔

鋼
斜
張
橋
で

橋
長
２
７
３
９



中
央
径
間
長
６
５
３

と

世
界
最
大
級
の
連
続
斜
張
橋
に

な
る

現
在

施
工
者
の
選
定

手
続
き
を
進
め
て
い
る

神
戸

西
航
路
部
に
計
画
す
る
長
大
橋

建
設
に
向
け
た
検
討
も
進
む


サ
ン
ワ
コ
ン
を
選
定

甲
賀
広
域
行
政
組
合

湖
南

中
央
消
防
署
整
備
基
本
計
画

　
滋
賀
県
甲
賀
市
と
同
湖
南
市

で
構
成
す
る
甲
賀
広
域
行
政
組

合
消
防
本
部
は
﹁
甲
賀
広
域
行

政
組
合
湖
南
中
央
消
防
署
整
備

基
本
計
画
策
定
業
務
委
託
﹂
の

公
募
型
プ
ロ
ポ

ザ
ル
で

サ

ン
ワ
コ
ン
を
受
託
予
定
者
に
選

定
し
た

プ
ロ
ポ

ザ
ル
に
は

２
者
が
参
加
し
た


　
湖
南
中
央
消
防
署
︵
湖
南
市

中
央
１
の
１
︶
は

耐
震
性
能

不
足
や
老
朽
化

車
庫
の
整
備

不
良

勤
務
人
員
の
増
加
に
よ

る
狭
小
化
な
ど
が
課
題
と
な


て
い
る

加
え
て

中
央
消
防

署
と
湖
南
石
部
分
署
︵
同
市
石

部
中
央
４
の
１
の
６
︶
の
管
轄

エ
リ
ア
が
湖
南
市
の
西
側
で
重

複
し
て
い
る
こ
と
か
ら

中
央

消
防
署
を
市
東
部
に
移
転
し


地
域
防
災
力
を
強
化
す
る

現

庁
舎
は
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建
て
延
べ

６
１
６
平
方



　
新
庁
舎
に
必
要
な
機
能
は
▽

十
分
な
耐
震
・
耐
火
性
能
を
備

え
た
施
設
▽
女
性
消
防
職
員
の

職
域
拡
大
と
活
躍
推
進
の
実
現

▽
業
務
効
率
を
考
慮
し
た
機
能

性
と
実
践
的
で
効
果
的
な
訓
練

が
可
能
な
施
設
の
整
備
▽
一
般

市
民
へ
の
開
放
性
お
よ
び
ユ
ニ

バ

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
積
極
的

採
用
▽
省
エ
ネ
ル
ギ

設
計
に

よ
る
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
設
備
の

推
進
▽
各
種
感
染
症
等
に
対
応

し
た
衛
生
管
理
体
制
の
強
化


と
し
た


　
業
務
内
容
は
▽
条
件
の
整
理

▽
消
防
庁
舎
の
整
備
方
針
と
将

来
像
の
検
討
▽
消
防
庁
舎
整
備

の
計
画
▽
仮
設
計
画
の
検
討
▽

概
算
事
業
費
と
財
源
の
検
討
▽

事
業
ス
ケ
ジ


ル
の
検
討
▽

基
本
計
画
案
の
策
定

な
ど


　
履
行
期
限
は
７
月

日

委

託
金
額
は
１
０
０
０
万
円
︵
税

込
み
︶


杉
山
空
良
さ
ん
︵
設
計
︶

辻
里
実
さ
ん
︵
論
文
︶
に

大
阪
電
通
大
建
築
学
科

合
同
制
作
展
講
評
会

　
大
阪
電
気
通
信
大
学
工
学
部

建
築
学
科
は
２
日

合
同
制
作

展
２
０
２
３
﹁
渦
﹂
の
会
場
・

大
阪
市
中
央
公
会
堂
︵
大
阪
市

北
区
︶
で

４
年
生
が
集
大
成

と
し
て
制
作
し
た
設
計
作
品
と

論
文
の
講
評
会
を
開
い
た
‖
写

真
︵
大
阪
電
気
通
信
大
学
提

供
︶

審
査
の
結
果

設
計
部

門
で
杉
山
空
良
さ
ん
︵
北
澤
誠

男
准
教
授
研
究
室
︶
の
﹁
誰
か

の
標

新
天
地
商
店
街
か
ら
紡

ぐ
記
憶

﹂

論
文
部
門
で
辻

里
実
さ
ん
︵
添
田
晴
生
准
教
授

研
究
室
︶
の
﹁
Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
お
け

る
Ｃ
Ｏ

排
出
量
の
簡
易
定
量

化
手
法
の
検
討
﹂
が
そ
れ
ぞ
れ

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た


　
講
評
会
で
は

４
月
に
開
設

す
る
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
学
部
空

間
デ
ザ
イ
ン
専
攻
に
就
任
予
定

の
教
員
ら
も
審
査
に
加
わ


た

審
査
員
は
事
前
に
全
作
品

の
中
か
ら
数
人
を
選
出

プ
レ

ゼ
ン
テ

シ

ン
を
行

た
学

生
ら
に

設
計
意
図
や
研
究
内

容
な
ど
を
確
認
し

入
賞
者
を

決
め
た


　
審
査
員
か
ら
﹁
全
体
的
に
昨

年
よ
り
も
格
段
に
レ
ベ
ル
ア


プ
し
て
い
る
﹂
﹁
内
容
は
素
晴

ら
し
い
が

第
三
者
に
伝
え
る

強
い
意
志
も
必
要
﹂
﹁
新
学
部

の
開
設
で
さ
ら
な
る
躍
進
を
期

待
し
た
い
﹂と
総
評
が
あ

た


　
建
築
学
科
１
期
生︵

年
度

入
学
︶の
大
学
院
工
学
研
究
科

建
築
学
コ

ス
２
年
生
が
同

窓
会
で
あ
る
電
建
会
を
代
表
し

入
賞
者
に
副
賞
を
手
渡
し
た


　
本
年
度
は
建
築
学
コ

ス
の

修
士
設
計
オ

プ
ン
ジ

リ


を
初
開
催

ゲ
ス
ト
に
角
田
暁

治
京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
と

伊
藤
仁
志
日
本
設
計
理
事
が
招

か
れ

華
や
か
な
展
覧
会
と
な


た

学
生
ら
は
両
氏
か
ら
学

術
的
・
実
学
的
な
観
点
で
さ
ま

ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら


て
い
た


完成イメージ（京阪電鉄不動
産、アートプランニング、住
友不動産提供）

大
東
市
住
道
に

分
譲
マ
ン
シ

ン

京
阪
電
鉄
不
ら

不
二
建
設
で
着
工

　
京
阪
電
鉄
不
動
産
と
ア

ト

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

住
友
不
動
産

は

大
規
模
分
譲
マ
ン
シ

ン

﹁︵
仮
称
︶大
東
市
住
道
２
丁
目

マ
ン
シ

ン
計
画
新
築
工
事
﹂

に
着
手
す
る

建
設
場
所
は
大

阪
府
大
東
市
住
道
２
の
１
３
２

０
の
１
で

敷
地
面
積
は
３
７

５
９
平
方


Ｒ
Ｃ
造

階
建

て
延
べ
２
万
３
１
０
６
平
方



高
さ
は



戸
数
２
８

６
戸
で

間
取
り
は
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

＋
Ｄ
Ｅ
Ｎ
︵
小
部
屋
︶

４
Ｌ

Ｄ
Ｋ

設
計
・
監
理
︵
意
匠
︶

は
Ｉ
Ａ
Ｏ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
＆
デ

ザ
イ
ン
で
設
計
監
理︵
構
造
︶

・
施
工
は
不
二
建
設

２
０
２

６
年
７
月
下
旬
の
完
成
を
目
指

す


　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
住
道
駅
へ
の
デ


キ
に
直
結
し

駅
ま
で
徒
歩

約
１
分
の
近
接
性
と

駅
周
辺

の
生
活
利
便
施
設
へ
の
ア
ク
セ

ス
性
に
優
れ
る

広
さ
と
間
取

り
に
つ
い
て
は

多
彩
な
フ


ミ
リ

向
け
プ
ラ
ン
を
中
心
に

計
画
し
て
い
る

ゲ
ス
ト
ル


ム
や
集
会
室

リ
モ

ト
ワ


ク
に
活
用
で
き
る
書
斎
ブ


ス

防
音
室
な
ど
の
共
用
施
設

に
加
え

緑
を
取
り
込
ん
だ
ラ

ウ
ン
ジ
な
ど
の
共
用
空
間
を
充

実
さ
せ
る


　
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧

会
協
会
は
６
日

理
事
会
後
の

記
者
会
見
で

民
間
企
業
・
企

業
グ
ル

プ

団
体
が
出
展
す

る
民
間
パ
ビ
リ
オ
ン
に
つ
い
て

３
月
ま
で
に
す
べ
て
着
工
で
き

る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た

既
に
着
工
済
み
の

施
設
も
あ
る

自
国
で
設
計
・

施
工
す
る
タ
イ
プ
Ａ
パ
ビ
リ
オ

ン
か
ら
プ
レ
ハ
ブ
方
式
の
タ
イ

プ
Ｘ
へ
移
行
す
る
出
展
国
の
対

応
に
つ
い
て
は

最
大
９
棟
を

建
設
す
る
方
針
を
発
表
し
た


　
タ
イ
プ
Ｘ
へ
の
変
更
を
決
め

た
３
カ
国
に
加
え

タ
イ
プ
Ａ

で
調
整
中
の
参
加
国
が
活
用
す

る
こ
と
を
見
据
え

６
棟
を
建

設
す
る
こ
と
に
な

た

万
博

協
会
は

棟
分
の
資
材
を
会
場

︵
大
阪
市
此
花
区
夢
洲
︶
整
備

の
大
工
区
を
受
注
す
る
３

に

先
行
発
注
し
て
お
り

参
加
国

が
タ
イ
プ
Ｘ
を
使
用
し
な
い
場

合
は

別
用
途
の
建
物
と
し
て

有
効
活
用
す
る
プ
ラ
ン
な
ど
を

検
討
中
だ


　
約

カ
国
が
タ
イ
プ
Ａ
で
の

出
展
を
表
明

複
数
国
で
独
自

パ
ビ
リ
オ
ン
を
整
備
す
る
ケ


ス
も
含
め

延
べ

施
設
の
建

設
を
計
画
し
て
い
た

こ
の
う

ち
６
日
現
在


カ
国
が
施
工

者
を
決
め
て
い
る


　
主
な
事
業
で
は

医
療
福
祉

拠
点
の
整
備
に
向
け
旧
教
育
会

館
の
解
体
と
︵
仮
称
︶
第
二
大

津
合
同
庁
舎
の
設
計
を
進
め
る

ほ
か

県
立
高
等
専
門
学
校
施

設
整
備
で
は
事
業
用
地
の
造
成

な
ど
を
実
施
す
る


　
建
設
関
連
の
主
な
事
業
は
次

の
通
り

▼
は
新
規


　
　
︻
知
事
公
室
︼

　
▽
滋
賀
県
防
災
情
報
プ
ラ


ト
フ


ム
検
討
事
業
‖
３
百

万
円
▼
地
方
合
同
庁
舎
非
常
用

発
電
設
備
強
化
‖

百
万
円

　
︻
総
合
企
画
部
︼

　
▽
滋
賀
県
立
高
等
専
門
学
校

施
設
整
備
‖
４
億

百
万
円


事
業
用
地
の
造
成
▽
Ｃ
Ｏ

ネ


ト
ゼ
ロ
・
オ
フ

ス
滋
賀
推

進
‖
７
億

百
万
円

県
有
施

設
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

　
︻
総
務
部
︼

　
▽
県
有
庁
舎
長
寿
命
化
等
推

進
‖

百
万
円
▽
医
療
福
祉
拠

点
整
備
‖
２
億

百
万
円

旧

教
育
会
館
の
解
体

　
︻
文
化
ス
ポ

ツ
部
︼

　
▽
文
化
施
設
長
寿
命
化
等
推

進
整
備
‖
１
億
３
百
万
円

冷

却
塔
設
備
改
修
▽
び
わ
湖
ホ


ル
施
設
整
備
‖

億

百
万

円

大
規
模
改
修
実
施
設
計
▽

希
望
が
丘
文
化
公
園
施
設
整
備

‖
１
億

百
万
円
▽
新
・
琵
琶

湖
文
化
館
整
備
推
進
‖
２
億


百
万
円
▽
彦
根
総
合
ス
ポ

ツ

公
園
整
備
‖
２
億

百
万
円


事
業
用
地
取
得
▽
滋
賀
ダ
イ
ハ

ツ
ア
リ

ナ
整
備
‖
５
億

百

万
円

　
︻
琵
琶
湖
環
境
部
︼

　
▽
早
崎
内
湖
再
生
‖

百
万

円
▽
林
野
関
係
公
共
事
業
‖


億

百
万
円
▽
自
然
公
園
施
設

等
整
備
‖
９
百
万
円
▽
流
域
下

水
道
の
建
設
改
良
‖
１
３
５
億


百
万
円

　
︻
健
康
医
療
福
祉
部
︼

　
▽
医
療
福
祉
拠
点
整
備
‖
１

億

百
万
円

︵
仮
称
︶
第
二

大
津
合
同
庁
舎
の
設
計
▽
衛
生

科
学
セ
ン
タ

の
機
能
強
化
‖


百
万
円

地
質
・
測
量
調
査

と
実
施
方
針
の
策
定
▽
近
江
学

園
事
務
‖

億

百
万
円

　
︻
商
工
観
光
労
働
部
︼

　
▽
庁
舎
整
備
‖

百
万
円


工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ

の
予

防
保
全
工
事

　
︻
農
政
水
産
部
︼

　
▽
滋
賀
食
肉
セ
ン
タ

あ
り

方
検
討
‖
８
百
万
円
▽
庁
舎
整

備
‖

百
万
円

水
産
試
験
場

の
更
新
▽
土
地
改
良
公
共
事
業

‖

億

百
万
円

　
︻
土
木
交
通
部
︼

　
▽
建
設
産
業
魅
力
ア

プ
‖


百
万
円
▽
輸
送
力
・
利
便
性

向
上
整
備
‖
１
億
６
百
万
円


鉄
道
施
設
な
ど
の
整
備
▽
近
江

鉄
道
線
再
構
築
‖
８
億

百
万

円
▽
道
路
関
係
公
共
事
業
‖
２

５
６
億
６
百
万
円
▽
砂
防
関
係

公
共
事
業
‖

億

百
万
円
▽

都
市
計
画
関
係
公
共
事
業
‖


億

百
万
円
▽
単
独
都
市
公
園

事
業
‖
５
億

百
万
円
▽
県
営

住
宅
関
係
公
共
事
業
‖
５
億


百
万
円
▽
河
川
関
係
公
共
事
業

‖
１
２
４
億

百
万
円
▽
ダ
ム

関
係
公
共
事
業
‖
１
億

百
万

円
▽
港
湾
関
係
公
共
事
業
‖
１

億

百
万
円
▼
大
津
港
活
性
化

・
再
整
備
基
本
構
想
策
定
‖
６

百
万
円

　
︻
警
察
本
部
︼

　
▽
交
番
・
駐
在
所
の
新
築
整

備
‖
１
億

百
万
円
▽
交
通
安

全
施
設
整
備
‖

億

百
万
円

　
︻
教
育
委
員
会
︼

　
▽
高
等
学
校
建
設
‖

億


百
万
円

施
設
改
修
▽
特
別
支

援
学
校
建
設
‖
４
億

百
万

円

施
設
改
修
▼
県
立
特
別
支

援
学
校
教
育
環
境
整
備
事
業
‖

１
百
万
円

知
肢
併
置
特
別
支

援
学
校
の
分
離
新
設
に
向
け
て

の
調
査
な
ど

　
︻
企
業
庁
︼

　
▽
工
業
用
水
道
事
業
・
建
設

改
良
‖
５
億

百
万
円
▽
水
道

用
水
供
給
事
業
・
建
設
改
良
‖


億

百
万
円

　
︻
病
院
事
業
庁
︼

　
▽
建
設
改
良
‖

億

百
万

円


ド
ロ

ン
か
ら
送
ら
れ
た
映
像

被
災
現
場
に
飛
び
立
つ
ド
ロ

ン

　
近
畿
地
方
整
備
局
紀
伊
山
系
砂
防

事
務
所
は
６
日

ド
ロ

ン
と
衛
星

通
信
車
を
使
い

山
間
部
な
ど
携
帯

電
話
の
つ
な
が
ら
な
い
被
災
現
場
の

状
況
を
確
認
す
る
訓
練
を
奈
良
県
五

條
市
の
赤
谷
地
区
で
行

た

災
害

時
に
は
迅
速
に
被
災
状
況
を
調
査
す

る
こ
と
が
避
難
行
動
や
被
害
の
拡
大

防
止
に
つ
な
が
り

訓
練
で
は
上
空

を
飛
行
す
る
ド
ロ

ン
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
映
像
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共

有
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た


　
訓
練
は
災
害
協
定
を
結
ん
で
い
る

奈
良
県
測
量
設
計
業
協
会
と
共
同
で

実
施

危
険
で
人
が
立
ち
入
る
こ
と

が
で
き
な
い
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
現

場
を
想
定
し

安
全
な
場
所
か
ら
ド

ロ

ン
を
自
律
飛
行
さ
せ
る
と
と
も

に

現
場
付
近
に
移
動
型
衛
星
通
信

車
﹁
Ｃ
ａ
ｒ

Ｓ
Ａ
Ｔ
﹂
を
待
機
さ

せ

衛
星
回
線
を
使

て
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
映
像
や
画
像
を
配
信
で
き
る

か
を
実
証

衛
星
通
信
で
大
阪
市
内

の
本
局
に
送
信
し
た
映
像
は
イ
ン
タ


ネ

ト
で
映
し
出
さ
れ

リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
映
像
を
見
ら
れ
る
こ
と
を

確
認
し
た


　
さ
ら
に
被
災
現
場
に
立
ち
入
り
が

可
能
に
な

た
段
階
を
想
定
し

詳

細
な
デ

タ
を
把
握
す
る
訓
練
も
実

施

ド
ロ

ン
が
自
律
飛
行
し
な
が

ら
１
秒
ご
と
に
写
真
を
撮
影
し

面

積
で
０
・

平
方


の
範
囲
の
画

像
デ

タ
２
４
５
８
枚
を
取
得
し

た

撮
影
し
た
画
像
は
衛
星
通
信
車

で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
伝
送
し
た

デ


タ
を
解
析
す
る
と
３
Ｄ
点
群
デ


タ
が
得
ら
れ

土
砂
崩
れ
現
場
の
変

状
を
比
較
す
る
こ
と
で
崩
落
土
砂
量

が
算
出
で
き
る


　
２
０
１
１
年
９
月
の
紀
伊
半
島
大

水
害
で
は
各
地
で
深
層
崩
壊
が
発
生

し

土
石
流
が
流
域
を
襲

た
山

間
部
の
被
災
現
場
で
は
携
帯
電
話
が

つ
な
が
ら
ず
現
場
ま
で
の
ア
ク
セ

ス
が
厳
し
い
な
ど
人
力
で
の
調
査
に

限
界
が
あ
り
ド
ロ

ン
を
活
用
す

る
こ
と
で
被
災
状
況
を
安
全
か
つ
迅

速
に
把
握
で
き
る
と
期
待
す
る


　
紀
伊
山
系
砂
防
事
務
所
の
小
原
雅

彦
副
所
長
は﹁
ド
ロ

ン
は
ヘ
リ
コ

プ
タ

に
比
べ
て
天
候
の
影
響
を
受

け
な
い
的
確
に
避
難
の
判
断
を
行

う
た
め
に
も
よ
り
正
確
に
よ
り
早

く
被
害
状
況
を
把
握
す
る
技
術
を

開
発
し
て
い
き
た
い
﹂と
話
し
て
い

る


naoko
長方形


